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本
書
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
日
本
に
お
け
る
経
済
復
興
か

ら
高
度
成
長
へ
と
到
る
歴
史
の
過
程
を
中
心
と
し
て
詳
細
に
分
析
し
た
書
物
で
あ

る
。
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
著
作
で
も
あ
り
、
二
〇
一
一
年
度
第
五
四
回
日
経
・

経
済
図
書
文
化
賞
（
二
〇
一
一
年
十
一
月
三
日
）
を
受
賞
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年

代
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
の
転
換
点
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
代
に
焦
点
を
当
て
て

そ
の
転
換
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
に
対
し
て
結
果
か
ら
歴
史
を
考
え
て
し
ま
う
傾
向
が
従
来
か
ら
あ
り
、

過
去
と
現
在
と
の
辻
褄
合
わ
せ
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
先
行
研
究
に
対
し
て
は
批
判

も
加
え
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
、
一
九
六
〇
年
代
を
必
ず
し
も
遠
い
過
去
と
は
思

え
な
い
経
済
・
経
営
史
家
は
、
二
つ
の
時
代
を
あ
ま
り
明
確
に
区
別
せ
ず
に
取
り
扱

っ
て
し
ま
い
、
一
九
五
〇
年
代
を
取
り
出
し
て
、
現
在
に
至
る
転
換
点
だ
っ
た
と
断

言
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
出
来
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
書
評
者
に
も
そ
の
よ

う
な
傾
向
が
あ
っ
た
）。
著
者
は
一
九
八
〇
年
生
ま
れ
の
若
い
（
誠
に
失
敬
）
研
究

者
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
代
こ
そ
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
時
代
で
あ
る
と
い
う
切

り
口
は
新
鮮
に
感
じ
た
。
逆
に
、
戦
後
日
本
の
高
度
成
長
期
か
ら
現
在
に
至
る
経
緯

を
研
究
す
る
場
合
一
九
五
〇
年
代
研
究
は
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
残
さ
れ
て
お
り
、
手

薄
で
あ
っ
た
こ
と
を
著
者
に
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

　
『
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
』
目
次
の
構
成
は
、「
序
章　

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
再
考

　

１　

本
書
の
課
題　

２　

分
析
手
法
と
構
成
、
第
Ⅰ
編　

エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
取

り
組
み
―
１
９
２
０
～
５
５
年
、
第
１
章　

エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
政
策
の
誕
生
―
第
１

次
世
界
大
戦
後
の
燃
焼
指
導
―　

は
じ
め
に　

１　

燃
料
節
約
へ
の
関
心
の
高
ま
り

　

２　

大
阪
：
燃
焼
指
導
の
誕
生
、
３　

大
阪
か
ら
全
国
へ　

お
わ
り
に
、
第
２
章

　

熱
管
理
の
時
代
―
戦
時
か
ら
戦
後
復
興
へ
―　

は
じ
め
に　

１　

熱
管
理
政
策
の

始
動　

２　

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
熱
管
理
政
策　

３　

復
興
期
の
熱
管
理
政

策　

お
わ
り
に
、
第
３
章　

鉄
鋼
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
技
術
の
発
展
―

１
９
２
０
～
５
５
年
―　

は
じ
め
に　

１　

第
１
次
世
界
大
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
節

約　

２　
「
満
洲
」
昭
和
製
鋼
所
の
熱
管
理　

３　

戦
時
期
の
熱
管
理　

４　

復
興

期
の
熱
管
理　

お
わ
り
に
、
第
Ⅱ
編　

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
進
展
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
―
１
９
５
０
年
代
、
第
４
章　

１
９
５
０
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
―
重
油
消

費
規
制
を
中
心
に
―　

は
じ
め
に　

１　

重
油
へ
の
転
換
と
石
炭
と
の
競
合　

２　
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興
期
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
一
九
三
八
年
商
工
省
燃
料
局
が
開
始
し
た
燃
焼
指
導
が

熱
管
理
指
導
へ
と
発
展
し
た
経
緯
を
述
べ
、
戦
時
期
に
お
い
て
熱
管
理
政
策
が
困
難

を
抱
え
な
が
ら
も
連
続
し
、政
策
当
局
が
当
時
持
っ
た
問
題
意
識
を
明
ら
か
に
し
て
、

そ
の
後
復
興
期
に
熱
管
理
政
策
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
、
熱
管
理
の
重
要
な
役
割

を
担
う
技
術
者
集
団
が
連
続
し
な
が
ら
い
か
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
の
経
緯
を

述
べ
て
い
る
。

　

復
興
期
の
熱
管
理
運
動
、
熱
管
理
政
策
は
戦
時
中
の
反
省
に
基
づ
い
て
発
展
、
展

開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
過
程
の
端
的
な
事
例
と
し
て
第
三
章
で
は
日

本
の
鉄
鋼
業
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
戦
間
期
か
ら
戦
後
復
興
期
に
か
け
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
節
約
技
術
で
あ
る
熱
管
理
に
取
り
組
ん
で
き
た
鉄
鋼
業
が
、
戦
後
「
燃
料
原
単

位
（
一
定
量
の
製
品
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
燃
料
消
費
量
）」
を
指
標
に
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
を
行
う
熱
管
理
運
動
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
き
た
の
か
を

詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

　

第
Ⅱ
編
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
一
九
五
〇
年
代
に
石
炭
と

重
油
と
の
競
合
関
係
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
側
面
か
ら
論
じ
て
い
る
。
第
四
章
で
は
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
特
徴
を
重
油
消
費
規
制
政
策
の
変
遷
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
場
合
、

一
九
五
〇
年
代
を
前
半
と
後
半
に
分
け
、
前
半
で
は
燃
料
消
費
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
節

約
（
燃
料
原
単
位
改
善
）、
後
半
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
急
増
へ
の
先
取
り
的
対
応

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
重
油
の
利
用
を
促
進
し
、
石
炭
保
護
政
策
の
効

果
を
弱
め
る
働
き
を
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
五
章
で
は
一
九
五
〇
年
代

後
半
に
お
け
る
電
気
事
業
及
び
電
力
政
策
を
取
り
上
げ
、
日
本
政
府
及
び
電
気
事
業

者
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
を
推
進
し
て
、
火
力
発
電
用
燃
料
に
お
い
て
石
炭
か
ら
重
油

へ
と
転
換
を
促
し
た
過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

１
９
５
０
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策　

お
わ
り
に　

補
論　

１
９
５
０
年
代
の
熱
管

理
政
策
、
第
５
章　

電
力
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
―
重
油
専
焼
火
力
発
電
所
を
め
ぐ

っ
て
―　

は
じ
め
に　

１　

電
力
設
備
近
代
化
計
画　

２　

油
主
炭
従
政
策
の
成
立

　

お
わ
り
に
、
第
Ⅲ
編　

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
増
大
へ
の
対
応
―
１
９
５
５
～
６
０

年
、
第
６
章　

石
油
産
業
の
１
９
５
０
年
代
―
品
質
向
上
か
ら
原
油
輸
入
能
力
向
上

へ
―　

は
じ
め
に　

１　

設
備
投
資
の
動
向　

２　

品
質
向
上
の
進
展　

３　

石
油

港
湾
に
対
す
る
現
状
認
識　

４　

用
船
期
間
の
長
期
化
と
自
社
船
の
拡
充　

５　

石

油
港
湾
整
備
政
策
の
進
展　

お
わ
り
に
、
第
７
章　

タ
ン
カ
ー
大
国
へ
―
出
光
興
産

徳
山
製
油
所
―　

は
じ
め
に　

１　

徳
山
海
軍
燃
料
廠
跡
地
の
払
い
下
げ　

２　

１
９
５
５
年
初
頭
の
建
設
構
想　

３　

徳
山
製
油
所
の
建
設　

４　

徳
山
製
油
所
の

波
及
効
果　

お
わ
り
に
、
第
８
章　

臨
海
開
発
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
―
横
浜
市
の
場

合
―　

は
じ
め
に　

１　

横
浜
市
の
埋
立
事
業　

２　

根
岸
湾
埋
立
事
業
の
決
定　

３　

開
発
の
目
的
、
反
対
運
動
の
思
想　

４　

根
岸
湾
臨
海
工
業
地
帯
の
建
設　

お

わ
り
に
、
終
章　

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
の
「
解
決
」　

１　

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
へ
の
道

　

２　

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
高
度
成
長
、
公
害
」
で
あ
る
。

　

第
Ⅰ
編
で
は
、「
熱
管
理
（
工
場
に
お
け
る
燃
料
消
費
効
率
の
改
善
を
総
合
的
に

図
る
技
術
）」
政
策
を
取
り
上
げ
る
。
一
九
二
〇
年
代
戦
間
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約

が
工
場
で
意
識
さ
れ
始
め
た
時
代
か
ら
議
論
を
始
め
て
、
戦
時
期
、
戦
後
復
興
期
を

通
じ
て
熱
管
理
政
策
が
連
続
し
て
発
展
し
て
き
た
過
程
を
分
析
し
て
、
一
九
五
〇
年

代
前
半
に
石
炭
か
ら
重
油
へ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
が
図
ら
れ
る
時
に
大
き
な
役
割

を
演
じ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。

　

第
一
章
で
は
戦
間
期
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
技
術

の
高
度
化
を
も
た
ら
す
燃
焼
指
導
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
を
そ
の
端
緒

か
ら
発
展
ま
で
を
論
じ
て
、
そ
の
意
味
に
言
及
す
る
。
第
二
章
で
は
、
戦
時
期
、
復
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り
、
油
主
炭
従
政
策
へ
と
後
に
移
行
す
る
一
九
五
〇
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
推

進
し
て
い
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
同
時
に
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
へ
の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
に
、
石
油
価
格
の
低
下
、
品
質
の
向
上
、
原
油

輸
入
能
力
の
増
大
の
観
点
か
ら
民
間
・
政
府
・
地
方
自
治
体
の
諸
活
動
を
取
り
上
げ
、

石
油
港
湾
整
備
政
策
、
マ
ン
モ
ス
タ
ン
カ
ー
、
シ
ー
バ
ー
ス
と
い
っ
た
原
油
供
給
能

力
の
強
化
策
な
ど
が
採
ら
れ
て
い
っ
た
過
程
を
論
ず
る
。
併
せ
て
、
臨
海
開
発
が

地
方
自
治
体
で
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
を
完

成
さ
せ
て
い
っ
た
過
程
が
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
臨
海
工
業
地
帯
の
建
設
に
お
け
る

プ
ラ
ス
の
側
面
と
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
も
記
述
す
る
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
へ
の
関
心
」

→
「
熱
管
理
政
策
」
→
「
油
主
炭
従
政
策
の
成
立
」
→
「
原
油
輸
入
能
力
の
向
上
・

臨
海
開
発
」
→
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
完
成
」
の
流
れ
を
本
書
は
明
確
に
論

じ
て
い
る
。

　

本
著
作
の
持
つ
意
義
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
運
動

が
、
戦
間
期
に
は
困
難
を
抱
え
て
多
少
断
絶
も
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
後
も
取
り
組
ま

れ
、
復
興
期
に
大
い
に
発
展
し
、
日
本
の
現
代
に
到
る
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
流
れ
を
史
実
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
点

に
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
技
術
の
発
展
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
改
善
過
程
が
果
た
し
て
き
た
役
割
の
意
味
を
明
確
に
し
た
。
日
本
全
体
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
が
増
大
し
、
製
造
業
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
消
費
し
て
成
長
し

た
一
九
六
〇
年
代
に
も
こ
の
運
動
は
続
け
ら
れ
、
燃
料
原
単
位
を
最
高
水
準
に
維
持

す
る
思
想
は
踏
襲
さ
れ
て
、
石
油
危
機
以
降
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
も
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
も
す
れ
ば
、
高
度
成
長
期
の
め
ざ
ま
し
い
発

展
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
一
九
五
〇
年
代
（
本
書
で
は
「
過
渡
期
」
と
表
現

し
て
い
る
）
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
に
お
い
て
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
を

　

第
Ⅲ
編
で
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
民
間
・
政
府
・
地
方
自
治
体
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
、
六
〇
年
代
に
お

け
る
原
油
輸
入
価
格
の
低
下
が
ど
の
よ
う
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
を
論
ず
る
。

第
六
章
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
政
府
の
産
業
政
策
と
石
油
精
製
業
の
企
業

行
動
の
分
析
を
行
い
、
原
油
輸
入
能
力
を
高
め
る
た
め
に
大
型
タ
ン
カ
ー
活
用
の
進

展
を
説
明
す
る
。

　

第
七
章
で
は
出
光
興
産
徳
山
製
油
所
の
建
設
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
タ
ン
カ
ー
の
大
型
化
と
こ
の
大
型
タ
ン
カ
ー
に
対
応

す
る
港
湾
整
備
に
つ
い
て
触
れ
る
。
ま
た
、
出
光
興
産
の
先
駆
的
な
活
動
が
同
業
他

社
に
影
響
を
与
え
た
点
が
強
調
さ
れ
る
。
第
八
章
で
は
地
方
自
治
体
の
視
点
か
ら
臨

海
開
発
の
事
例
と
し
て
横
浜
市
根
岸
埋
立
事
業
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

急
速
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
を
可
能
に
し
た
地
方
自
治
体
に
よ
る
太
平
洋
岸
臨
海
開
発

の
意
義
を
論
ず
る
。

　

終
章
で
は
、
全
体
の
分
析
を
概
括
し
、
戦
間
期
か
ら
進
展
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
節
約
の
取
り
組
み
が
集
約
さ
れ
る
、
一
九
五
〇
年
代
の
諸
活
動
が
そ
の
後
の
活

動
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
へ
の
関
係
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
へ
の
領
域

（
環
境
と
労
働
）
へ
の
関
係
に
つ
い
て
も
併
せ
て
論
じ
て
い
る
。

　

本
書
の
論
旨
は
明
確
で
あ
る
。
最
初
に
、
一
九
二
〇
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
か
ら

議
論
を
始
め
、
燃
料
節
約
の
た
め
の
燃
焼
指
導
が
大
阪
を
中
心
に
始
ま
り
、
全
国
へ

広
が
っ
て
い
っ
た
過
程
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
戦
時
期
か
ら
戦
後
復
興
期
に
か
け
て

熱
管
理
政
策
が
始
ま
り
、
現
在
で
も
多
く
の
産
業
で
利
用
さ
れ
る
燃
料
原
単
位
と
い

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
を
計
測
す
る
基
準
が
定
着
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

考
え
方
が
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
図
る
時
に
共
通
の
基
盤
と
な
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の
証
言
者
の
言
説
を
丁
寧
に
取
り
上
げ
、
民
間
・
政
府
・
地
方
自
治
体
に
お
け
る
当

時
の
資
料
を
丹
念
に
収
集
し
て
分
析
し
、
著
者
自
身
の
斬
新
な
発
想
で
ま
と
め
た
、

優
れ
た
歴
史
書
で
あ
る
。

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
六
八
〇
〇
円
〔
税
別
〕）

本
書
は
証
明
し
て
い
る
。

　

書
評
者
が
一
九
六
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
形
成
史
を
研
究
し
て
い

る
観
点
か
ら
一
言
付
け
加
え
た
い
。「
第
８
章　

臨
海
開
発
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
―

横
浜
市
の
場
合
―
」
に
お
け
る
「
表
８

－

６
根
岸
湾
埋
立
地
進
出
工
場
の
操
業
計
画

の
変
遷
」
で
日
本
石
油
精
製
、
新
潟
鐵
工
所
、
日
清
製
油
、
石
川
島
（
播
磨
）
重
工

業
、
東
京
芝
浦
電
気
、
東
京
電
力
、
電
源
開
発
、
東
京
瓦
斯
は
「
操
業
開
始
予
定
年

月
」、「
操
業
開
始
年
月
」
が
両
方
と
も
表
の
中
で
明
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
昭
和
電
工
は
、「
操
業
開
始
予
定
年
月
」
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
操
業
開
始
年

月
」
が
「
進
出
中
止
」
と
な
っ
て
い
て
奇
異
な
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
理
由
は
、
本

書
で
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
の
推
進
者
と
し
て
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
世

界
的
な
コ
ス
ト
競
争
力
を
持
つ
製
油
所
を
徳
山
で
成
功
さ
せ
た
出
光
興
産
に
そ
の
原

因
が
あ
る
。
根
岸
に
進
出
予
定
で
あ
っ
た
昭
和
電
工
に
出
光
興
産
が
誘
致
を
図
っ
て

声
を
か
け
、
安
価
な
エ
チ
レ
ン
価
格
に
引
か
れ
て
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
同
社
が
引

き
抜
か
れ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
石
油
化
学
産
業
が
花
開
い
た
一
九
六
〇
年

代
に
は
、
石
油
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
側
面
と
石
油
化
学
製
品
の
原
料
と
し
て

の
側
面
が
新
た
に
生
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
本
著
作
の
論
旨
と

矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
書
で
述
べ
ら
れ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
の

進
展
に
よ
っ
て
発
生
し
た
出
来
事
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

一
九
五
〇
年
代
の
研
究
が
手
薄
で
あ
っ
た
（
私
の
よ
う
な
）
研
究
者
達
と
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
一
九
五
〇
年
代
研
究
の
意
義
を
新
た
に
も
た
ら
し
た
本
著
者

と
の
重
奏
的
な
対
話
が
実
現
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
が

更
に
深
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

本
著
作
は
、
石
炭
か
ら
重
油
へ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
図
ら
れ
た
経
緯
を
今
ま
で

の
研
究
に
な
か
っ
た
切
り
口
か
ら
取
り
上
げ
、
新
た
な
史
実
の
発
掘
を
行
い
、
時
代
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